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論  文  内  容  の  要  旨 
 
 







し、自発収縮、および細胞内電気活動への PTHrP の影響を、それぞれ等尺性張力測定法と 
ガラス微小電極による細胞内電位測定法を用いて記録し検討した。免疫組織染色法によって 
PTH/PTHrP受容体 (PTH/PTHrPR) の局在を検討した。 
 
【結果】PTHrP (1-100nM) は、自発収縮の振幅と静止張力 (筋緊張度) を減弱させた。 
一酸化窒素 (NO) 合成酵素阻害薬である Nω-nitro-L-arginine (L-NA, 100 µM) とグアニル酸 
シクラーゼ阻害薬である 1H-[1,2,4]oxadiazolo-[4,3-a]quinoxalin-1-one (ODQ, 10 µM) は、 
PTHrP (10 nM) による自発収縮の振幅減弱作用を抑制し、アデニル酸シクラーゼ阻害薬である 
SQ22536 (300 µM)は PTHrPによる自発収縮の静止張力減弱作用を抑制した。ODQ (10 µM)と 
SQ22536 (300 µM) を組み合わせることで、PTHrPによる自発収縮の振幅減弱作用、および 
静止張力減弱作用の双方を抑制させた。細胞内電位測定法では、PTHrP (10-100 nM) が 
胃幽門前庭部平滑筋の電位に変化を与えないことが分かった。一方で、NOドナーである 
3-morpholino-sydnonimine (SIN-1, 0.1-1µM) は、胃幽門前庭部平滑筋の自発収縮に対して、 
PTHrP (10-100nM) と同等の減弱作用を有するが、PTHrP (10-100 nM) と同様に胃幽門前庭部 
平滑筋の細胞内電位に影響しなかった。免疫染色では、PTH/PTHrPR が、筋層間神経叢内に 


























用を抑制した。SQ22536 は、PTHrP の基線張力低下作用を抑制したが、PTHrP の振幅低下作用に

















の主旨を充分理解していると考えられた。本研究は胃幽門前庭部では cAMP pathway と胃筋層間
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